









(細川, 2002：69 )  転換することが提唱されている。
　一般に「文化」と呼ばれているのは、自らと他
者に関する認識に基づいて社会的に、または言説
的に形成された複合概念である ( Kramsch, 1993；
久保田 , 2008 )。日本が外から見られる時、「それ
ぞれの国が、長期にわたる日本との関係において、
日本について異なったイメージを持って」いる 
( 楠根 , 1998：102 ) と同時に、個々人が各国での
言説に加え、自らの経験や関心事との関わりから、








アジアの学生に関する調査・研究報告 ( 岩井他 , 
2008；呉 , 2008；中川他，2006；守谷他，2011；孫 , 










場 ( Kramsch, 2009 ) を構築し、社会的に行動する







対等な構図は不適切である ( 例えば、Zarate 2003, 
p.92-93；Kern & Liddicoat, 2011 )。外国語学習者
は、母語話者とは違った視点から言語や文化を捉
え、異なる方策で言語を使用することもできる、
複文化複言語能力を備えた社会的行為者 ( social 
actor/agent ) である。複言語複文化能力は Coste, 
Moore, & Zarate ( 1997 ) により以下のように定







































ではない学生の割合は、2007 年から 2011 年の
間、31.1 〜 38.3％を占める。それを反映し、8
人の文化・言語背景も多様である。日本への渡





果、この 8 人が同意した。留学先は、大阪 ( ケビ
ン ) 、京都 ( サラ ) 、名古屋 ( アンナ ) 、他は東京
であった。留学前の 2011 年 5 月− 6 月と留学
後の 2012 年 10 月に英語または日本語で約１時
間の半構造インタビューを、準備した質問事項を








































英語 ( フランス語 )
オランダ語 ( ドイツ語，フランス語，スペイン語 )
スペイン語 , カタルーニャ語 ( フランス語，韓国語 )
英語 ( スペイン語，フランス語，韓国語 )
英語 ( フランス語，中国語，古語 )
ポーランド語 ( 韓国語，ロシア語 )










　注 2：(　 ) 内の言語は学校教育や自習で学習した言語。
表１　参加した学生
目である。
　(1) 留学はどうだったか ( 留学後 ) 
　(2) 日本、日本人、日本語と聞いて思い浮かぶ
　　ことば 3 語ずつとその理由 ( 留学前後 ) 
　(3) 日本人のコミュニケーション・スタイル ( 前 ) 
日本観・日本語観については、主に (2) の回答と
その説明に焦点を当て、言語・文化資源を生かし

















































kanji, keigo, (its) sound
pretty (melodic), complicated, polite 
concrete, ugly, mountains
(very different, indirect) 




orderly, nice to listen to, bowing
Tokyo, Tokugawa, Fish 
reserved, kind, quiet
lyrical, smooth, beautiful, difficult






challenging, varied (many forms, dialects), and hesitant
clean, kind of unorganized (Just very ごちゃごちゃ，ボロボロ )
hospitable (friendly and helpful). predictable 
inventive (e.g. リア充 ), きれいな日本語、敬語
閉鎖的 , different, Fuji, 就活
polite, childish (particularly with girls) reserved
省略 (in reading)，漢字，difficult
big, fun, strong
very conscientious, extra, guarded
necessary (“It’s my life”), beautiful, fun
安全
丁寧 , 近寄り難い , 暖かい
スムーズ、きれい、丁寧
温泉，concerts, mountains 




culture (art and kanji), food ( 居酒屋 ),
kindness
kindness, traditional (they stick to customs), 
fun
peace, clean, polite (in customer things, how 
to approach)
polite,  delicate (maybe for women in 
particular), and then polite again, organized
manners, their appearance (black hair, 
brown eyes), bowing 
crowded/busy, traditional, unique (night life, food, 
people)
humble, modest, diligent, generous, caring, and senpai-
kohai relationship
very organized, take work seriously ; they 
work a lot, too much
自分のことの前に他のまわりの人のことを考える , 
disciplines, serious, modest, 規則を守る、おとなしい、
遠慮する性格が目立つ
respect (for people); welcoming; kindness, 
politeness











きイメージとして、「閉鎖的」 ( ホセ )、”isolated 




慎重さに関わるもの ( reserved, guarded ) や真面目
さ ( diligent, very conscientious, disciplines, serious ) 
に関わるものが増えたほか、規則 ( rule ) の言及
が増えた。日本語に関しては留学前後で類似して

























されている ( “being used as like some kind of object 
for them to show” ) ように思えて戸惑ったという
















抜粋 (1) リズ：It’s back to the whole like not seeing 
someone as a full person? Like, I’d just be gaijin 
then, and I think they’d refused to see all the 
other things about me. 
抜粋 (2) ヤン：… many people showed a genuine 
interest, and people were always so nice. ( 中略 ) 
But sometimes there are those moments when 
you think like yeah, “am I just being, you know, 
that foreigner?” or “am I just being Jan”, that’s 





抜粋 (3) リズ： The only things people really talk 
岩崎典子：留学前後の日本語学習者の日本観・日本語観
178
to you about are being foreign, and they will 
comment on like how “oh you are not like how I 
expected, I thought foreign people are like this 
and like this”.








( 中略 ) 日本語でしゃべったら、「あ、日本語が上
手ですね」と答えたら、私はほんと、ハア ( ため息 ) 
私は「ありがとうございます」としか言わなかっ
たのに、どうして「日本語が上手ですね」って言
うんだよ、とか思いました。 ( 中略 )  それはまベー
シックな日本語ですから。私は上手とは言わない
んですけど、そんなに下手ではないですから・・・















4.2 丁寧な日本人 , はっきり言わない日本人
　日本人についても日本語についても「丁寧」と
いうイメージがあるが、ホセの抜粋 (6) やベルの 
(7) のように、丁寧さには曖昧さや本音をはっき
り言わない日本人のイメージが伴う。
抜粋 (6) ホセ：They are very, they use 敬語 and 
they are humble and all that. So, this, you see, 
is non-stop all day. They bow to each other for 
the smallest things, and it’s a permanent thing 
you notice. And reserved, yeah, they, I mean they 
have this um, 本音 and 建前 thing, right? So they 
will sometimes not tell you what they really feel. 













ことが、サムの抜粋 (8) やリズの抜粋 (9) から伺
える。




ことを言わない方がいいと思います。( 中略 ) で、
絶対に自分の考えていることしか言わない日本人




抜粋 (9) リズ： I have some friends that are very 
open but that’s just because that what they are 
like. But in general, most of friends seem to be a 










ナの発言 ( “They just followed the rule blindly that 









も、抜粋 (10) や (11) のように、日本人のように
は話さないという選択をしている。
抜粋 (10) ホセ：Of course, ( tatemae  thing is )not 
marked in me, but for instance, if they ask me “do 
you like something” and I don’t, I will not say “ 好
きじゃない ” . I would say “ それはちょっと ”. So 
in this sense, I will do like the Japanese people. 
But it’s not anything more than this.
抜粋 (11) ベル：あの時々言いたいことは言いま

















抜粋 (12) リズ： I had to be really careful about 
my 敬 語 every time because I was like if I do 
something wrong, she is gonna kill me. And also 
I kind of enjoyed the distance that 敬語 kind of 
gives to you. I always tried to be like super polite 







































ジン ( の見本 ) として接近されたと感じたりして
差別を感じたようだ。このような経験は、Siegal 
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助成金 (small grant) をいただいた。
 英語でも日本語でも、混ぜても構わないことにした。
留学前は英語の使用がほとんどであったが、留学後は、
8 名のうち 3 名が主に日本語を使用した。
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